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	処分の概要
	サービスの利用停止

	例規名
根拠条項
	交野市公共施設予約管理システムの運用及び利用者登録等に関する規則　第9条第1項

	例規番号
	平成18年規則第31号

	【根拠条文】
(サービスの利用停止)
第9条　市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、第2条第2号及び第3号のサービスの利用を停止することができる。
(1)　利用登録者がサービスの利用の停止を申し出たとき。
(2)　他の利用登録者に係る利用者番号及び暗証番号を使用して不正にサービスを利用するおそれがあると認められるとき。
(3)　利用予約又は仮予約のキャンセル等を繰り返すなど、他者の利用や施設の運営に支障を来たす行為として、市長が別に定めるものに該当するとき。
(4)　市長が施設予約システムの管理上緊急の必要があると認めるとき。
2　前項第1号の申出及びこれに基づく停止の解除の申出に係る手続は、第4条及び第5条の規定の例による。ただし、利用者カードの不正な利用を防止する等の緊急の必要があるときは、口頭で行うことができる。
3　市長は、第1項第2号から第4号のいずれかに該当してサービスの利用を停止した場合は、速やかにその旨を当該利用登録者に通知しなければならない。

【基準】
根拠条文に同じ。
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	設定年月日
	平成24年6月30日
	最終変更年月日
	令和5年6月8日
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